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（3 ） 新 し い 科 学 教 育 シ ス テ ム を 考 え る 視 点
最近数年間日本の教育システムの今後 の在り方や科学教育 システムの在り方について多 くの人々
が語り始めている7)（長演他1991 、牧野1995 、中山1994 、若松1996 、長演、1996 ）。本調査研究は、




前述の論 に即して言 えば、小川の言う「科学者集団の文化 としての科学」は、科学者コミュニティ
が共有する独特の「近代科学文化」であり、近代科学教育はこの科学者コミュニティの「近代科学
文化」 を近代社会の構成員 （被教育者）に独占的に強制してきたのである。 それ以外の科学文化は
近代科学文化 として正統（IE当）化されず、劣った文化あるいは役 に立たない異端 の文化 として退
けられてきた。 このことが、近代社会を支える産業経済の基盤が成熟化して転機に立った現在、科






































言謡 大 二 ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦
（1） 認知レベル O O ○ ○ ○ ○ ○
（2) 理解レベル ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
(3) コミットメントレベル ○ O ○ △ △ O ○










① 科学（技術）の研究を職業とする科学 （技術 ）者コミュニティの構成員
② 自らの職業 として科学 （技術）者への道を目指 そうとする者
③ 科学教育を職業とする学校等の教員・指導員（職業的研究者 との重複はあ り得る）
④ 未成年者として科学教育の被教育 者である青 少年
⑤ 職業上直接科学技術に関わる職業には就いていないが、科学技術の成果の享者としての一般人（公衆：大
多数の人々で もある）
⑥ 職業人として科学技術関係に関わる仕事につい ている一般人 （科学技術関務従事者）





は学生・生徒や教員 を叱咤激励して解決する限界を超えてお り、科学教育 システムの構造そのもの
に手 を付けなければならないところにきている。 すなわち、科学教育のシステムについて、単に内
容や方法を現代化する、高度化・精選化するというだけでなく、従来の科学教育の構造についてそ




般人 （素人）のための科学教育」 との2 種類 の科学教育を考 える必要があ るということであり、ス
ポーツにおけるプロとアマチュアに対 する複線化された教育訓練のスタイル12)を例に引いて説明し
ている。このような科学教育の在 り方と科学文化の見方については、明 確な二元論とし ては打ち出
してはいないが、かって中村13)（中村、1991 ）や筆者ら14)（長涜他、1991 ）が提唱した考え方と連続
した科学教育観・科学文化観の延長上 にあるものと考えて良いであろう。








供するものである。例えば、近年 は「サイエンス・センター」 と呼ばれる施設が各国で活動 を盛 ん




は学校教育 の内部でも取り組 まれているが、 その多 くは学校外の「場」にその活動のフィールドを
見付けようとし七いる。それは近年盛んになって きた生涯教育（学習）の考え方が広 く社会 に普及






涯学習 との役割分担が発揮できるような社会的科学教育 システム作 りが要請されるであろうこ と
が、予想されるからである。
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“素人は科学技術を評価できるが 、「現代思想」平成8 年5 月号（24巻6 号）PP97-109 ；長涜元（1996）、“今
後の経済社会における教育学習システムの在り方についで 、信州大学経済学論集 第36 号pl-12 、信州大学
経済学部、等をあげることができる。8
） 平成7 年度科学研究費補助金一般研究C 「青少年の科学技術マインドを醸成する社会的基盤に関する調査研



























）科学教育システム研究会（SESRG:ScienceEducationSystemResearchGroup ）は、平成7 年2 月に武村重
和広島大学教育学部教授を研究代表者として発足し、科学教育システムの国際比較研究の実現のために活動を
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